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SCOPE NEWS
業務執行理事　傍士 清志最近のSCOPEの動向

野でも滑走路等の簡易舗装点検システ
ムなど、業務の改革に繋がる技術開発
がインフラ分野のDX推進の枠組みの中
で行われています。私たちはこれら港
湾・空港分野における国のDXの推進の
取り組みをシステム構築の段階から全
力で支援していきたいと考えています。

もっと身近なDXに話題を移しま
しょう。今年1月に国土交通省港湾局
より、WEBによる打ち合わせ・検査を
推進するための通達が発出されました。
既に本年度各支部で受注した業務には
具体的な仕様として盛り込まれていま
すので、皆さんご承知かと思います。

通達には、「働き方改革」と「新型コ
ロナウイルス感染症対策」の二つの背
景が記されていますが、いずれにして
も、これからの打ち合わせの重要な
ツールになることは間違いありません。
情報セキュリティなど配慮すべき事柄
はありますが、大いに活用して頂きた
いと思います。

本部でもWEB会議を主催したり、参
加したりする機会が増えました。当初は
接続がうまくいかなかったり、資料共有
に苦労したりと、多くのトラブルを経験し
ましたが、徐々に組織としてシステムへ
の習熟度が向上してきました。

そんな中、今年2月から3月にかけて
開発途上国の空港技術者向けの研修
をWEBで実施しました。例年、JICA
が日本で行う研修の支援をしています
が、昨年度はコロナの影響で来日研修
は断念し、代わりにWEBで行うことに
なったのです。英語の研修プログラム

を作成し、11カ国15名の研修生にオ
ンラインで研修を行いました。通信環
境の異なる各国とのやりとりは当初
トラブルの連続で、冷や汗もかきまし
たが、日を追うごとにスムーズになり
無事ミッションを完了しました。動画
教材の準備からオンライン中継まで、
デジタル技術を駆使して業務に当
たってくれたメンバー一同に敬意を
表します。

今日までSCOPEは豊かな経験に裏
打ちされた高度な知識を武器に港湾
空港のインフラ整備に貢献して来ま
した。反面、平均年齢が高く、ITスキ
ルが若年層に比べて見劣りするのも
事実です。港湾空港インフラDXの時
代に向け、ITリテ
ラシー（ITを理解
し・ 操 作 す る 能
力）を高め、引き
続き若い世代を
牽引していきま
しょう。

「�SCOPEとデジタル・トランス
フォーメーション」

最近デジタル・トランスフォーメー
ションという用語を耳にするようにな
りました。

2004年にはじめて提唱された概念だ
そうですが、頻繁に見聞きするように
なったのはごく最近のことです。DXとも
標記されるのでどうしてなのか調べたと
ころ、英語圏では「transformation」
の「trans」の部分を「X」と略すからな
のだそうです。答えが分かっても正直
しっくり来ませんが・・・。

ともあれ、その意味は「デジタル技
術を浸透させることにより人々の生活
をより良く変革すること」で、単なるデ
ジタル化にとどまらず、社会的な改革
をもたらすものがＤＸとのことです。

それでは、我々に関係の深い港湾・
空港分野でのＤＸの動きを紹介しま
しょう。昨年、国土交通省は「インフ
ラ分野のDX推進本部」を設置しました。
この取り組みの一環として、港湾局で
は「港湾関連データ連携基盤の構築」
に取り組んでおり、港湾に関する様々
な情報が有機的に連携した「サイバー
ポート」を実現することとしています。
サイバーポートは「物流」、「管理」、「イ
ンフラ」の3分野に分かれていますが、
我々に最も身近な港湾インフラ分野に
ついては、本年度より本格的にシステ
ム構築が始まります。このシステムが
実現すれば、SCOPEの業務にも大きな
変革が訪れるはずです。また、空港分

JICAオンライン研修の一コマ
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SCOPE NEWSReports

令和3年3月18日（木）16:00 ～「第30回理事会」を当
センター 2階会議室にて開催いたしました。

まず始めに林田理事長から挨拶があり、その後来賓と
してご出席いただいた国土交通省大臣官房技術参事官　
加藤様よりご挨拶を頂戴し、事務局より、本理事会には
理事8名、監事1名が参加していることの報告を行ない、
定款に定める定足数を満たし本理事会が有効に成立した
ことが確認されました。その後規定により、林田理事長
を議長として議事が進められ、「令和3年度事業計画書及
び収支予算書に関する件」が審議され承認されました。

その他報告事項として「洋上風力に関する最近の動向
とSCOPEの取り組み」、常勤理事の「職務の執行状況」
について報告いたしました。内容は以下のとおりです。

【審議事項】

第1号議案

「令和3年度事業計画書及び収支予算書に関する件」

について

１）大野専務理事が、SCOPEが実施する具体的な施策
６項目（１．現場重視の技術開発及び戦略的調査研究の
取り組み　２．技術水準確保・向上と技術交流の活性化　
３．新たな業務等への挑戦　４．顧客・地域の実情に配
慮したマネジメント技術の追求　５．社会に信頼される
組織づくり　６．技術の研鑽・深化と技術者の育成）に
則り、SCOPEが行う６事業が良質な港湾空港インフラ整
備及び我が国及び地域社会の発展に貢献することの説明
を行いました。

２）芝川業務執行理事が「令和3年度収支予算」につい
ての説明を行いました。

　(1)令和3年度収支予算
　　令和3年度収支予算の内訳は以下のとおりです。
　　経常収益額　　　　　8,998百万円
      経常費用額　　　　　8,967百万円
　　税引前利益　    　　　　 28百万円
　　税引後利益　　　　　     19百万円
この第１号議案については、原案に対して異議はなく、

理事会として同意することが決定されました。

【報告事項】

1．「洋上風力に関する最近の動向とSCOPEの取り組み」

洋上風力の最近の動向と、SCOPEの取り組みについて、
理事・監事に報告いたしました。

2.「職務の執行状況」

 林田理事長・大野専務理事・芝川業務執行理事・傍士
業務執行理事が令和2年度の各々の職務の執行状況につ
いて、理事・監事に報告をいたしました。

最後に、今回の理事会の開催にご協力いただきまし
た関係者の皆様に感謝を申し上げ、　報告とさせて頂
きます。

以上

「第30回理事会」開催報告
　経営企画部　総務課長　塩谷 かおり

理事会全体

理事会来賓ご挨拶
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最後に、杉村佳寿　九州大学教授
から、「港湾・空港分野における今
後の新たな排出削減・吸収源対策の
可能性」と題する講演をいただき、
地球温暖化ガス対策の意義やブ
ルーカーボン活用による吸収源対
策のポテンシャル等についてご説
明いただきました。

カーボンニュートラルに関心が高まる中での講演会で
したので、WEB方式ながら活発な質疑応答が行われまし
た。SCOPEでは、引き続き、皆様方の関心の高いテーマ
を選び講演会を実施して参りたいと考えております。

第44回SCOPE講演会を、令和3年3月15日（月）WEB
セミナー形式で開催しました。今回のSCOPE講演会は、
3人の講師をお招きして「ブルーカーボンを活用した
カーボンオフセット制度の仕組み」をテーマに講演を
行いました。

最初の講演は、カーボンフリーコ
ンサルティング（株）池田陸郎　国内
事業本部長による「カーボンオフ
セット制度とは」と題する講演でし
た。ここでは、「カーボンオフセット
とは何か」についてわかりやすく説
明をしていただくとともに、様々な
自治体、企業等における取組の事例を交えて、カーボン
オフセットの動きについて教えていただきました。

次に、開発研究法人　海上・港湾・
航空技術研究所　港湾空港技術研
究所　桑江朝比呂　沿岸環境研究
グループ長から、「国とJBEの連携に
よるブルーカーボンを活用した『J ブ
ルークレジット制度』の社会実験の
試行」と題する講演をいただきました。
ここでは、ブルーカー
ボンによるCO2吸収
の研究動向とともに、
桑江グループ長が立
ち上げたジャパンブ
ルーエコノミー技術
研究組合（JBE）が目
指 す、Jブ ル ー ク レ
ジット制度の仕組み
やその取り組み状況
などについてお話い
ただきました。

第44回 SCOPE講演会の開催について
元 経営企画部　研究主幹　坂　克人

池田 陸郎 氏

桑江 朝比呂 氏

杉村 佳寿 氏
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SCOPE NEWSReports

令和3年2月18日に東京・新橋のTKP新橋カンファ
レンスセンターにおいて電子納品講習会を開催しま
した。

これは、電子納品要領・基準、港湾空港関係の電子
納品運用ガイドライン等についての周知を目的とし
た講習会で、従来は、東京会場を含めた全国10会場で
開催していましたが、本年度については、コロナ禍で
の開催となることから、東京会場1ヶ所での開催とし、
会場での聴講者についても人数を制限し、講習会を
WEBで同時配信することと、また内容についても本年
4月より稼働する予定の業務帳票管理システムについ
ての説明を加えました。

具体的には平成31年3月、令和2年3月の電子納品要
領・基準類、各種運用ガイドラインの改定、令和2年
3月の「港湾空港関係の電子納品運用ガイドライン」の
改定を受けた「工事完成図書の電子納品等要領」「電
子納品等運用ガイドライン【土木工事編】」の改定内容
と「港湾空港関係の電子納品運用ガイドライン」の改
定内容についての解説及び業務帳票管理システム利
用を前提とした電子納品方法の解説を実施しました。

また、講習会の冒頭には、国土交通省の港湾局技術
企画課高野港湾工事安全推進官を講師にお招きし、

「最近の港湾工事における電子化への取組」について
講演していただきました。

講習会の具体的なプログラムは下記の表になります。
会場の聴講者の数を制限したことから会場での聴

講は数人でしたが、全国で360を超える箇所に配信し
て聴講していただきました。

受講後のアンケートで「よく理解できた」「理解で
きた」との回答が多数を占め、講習会の目的は達成され
たと考えています。

一方で今回初めてオンライン配信での開催となりま
したが、「コロナ禍で移動が困難な中での開催は受講し
やすかった」など多数の好意的な意見の一方、「現地講
習会の方がよかった」「音声が聞き取りにくかった」な
どの意見も一部あり、今後のオンライン配信での開催
における課題と考えています。

なお、本講習会では、他のSCOPE主催の講習会と同
様に、「土木学会継続教育」「海上工事施工管理技術者」、

「空港工事施工管理技術者」及び「空港土木施設点検評価
技師」の認定プログラムとして受講証明書を発行し、受
講者の最新技術や知識の継続的な習得に役立てていた
だけるようにしました。

令和2年度電子納品講習会を開催
システム部　調査役　幸田 毅彦

時間割 プログラム 講　師

13:30 ～ 13:35 主催者挨拶

13:35 ～ 14:00
最近の港湾工事にお
ける電子化への取組

高野港湾工事
安全推進官

14:00 ～ 14:10 休　憩

14:10 ～ 15:10
業務帳票管理システム
の利用方法について

加納主任研究員

15:10 ～ 15:20 休　憩

15:20 ～ 16:20
電子納品要領・基準、
電子納品運用ガイド
ライン改定について

幸田調査役

16:20 ～ 16:30 質疑応答

表　講習会プログラム

講習会場風景-２

講習会場風景-１
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令和2年度「港湾工事積算基準講習会」の実施報告

「港湾請負工事積算基準」（以下、「積算基準」とする）は、
港湾及び海岸土木工事の予定価格の基礎となる積算価
格を算出するため、国土交通省港湾局において策定され
ています。また、積算基準は品質確保及び適正な利潤の
確保、施工環境の変化を予定価格に適切に反映するため、
施工実態や歩掛かり等の調査・分析等に基づき、適宜、
改定が行われています。

この積算基準が適正に運用されるとともに積算に対
する理解を深めていただくことで港湾工事の工事費が
適正に算定していただけるよう、SCOPEでは港湾管理
者及び民間企業の積算業務担当者等を対象に港湾工事
積算基準講習会を開催しています。

令和2年度は令和3年3月12日（金）から3月19日（金）
の期間中、全国10会場（札幌・仙台・新潟・東京・名古
屋・神戸・広島・高松・福岡・沖縄）において講習会を
開催しました。今回は新型コロナウィルス感染症の拡大
防止を考慮し、一部プログラムをビデオ上演に変更して
実施しました。

講習会の概要について、以下のとおり報告します。

【講演プログラム】

・13:30～13:40　開会	
・13:40～14:10　�港湾整備の現状について（国土交通省

港湾局）
・14:10～14:50　�港湾工事積算基準の改定概要及び今後

の動向について（国土交通省港湾局）
・14:50～15:05　休憩	
・15:05～15:35　�各管内の動向について（各地方整備局・

北海道開発局・沖縄総合事務局）
・15:35～16:05　�積算基準Q&A及びSCOPEの積算に関

する取組について（SCOPE）
・16:05～16:20　質疑応答

【講演概要】

・港湾整備の現状について

国土交通省港湾局の講師の方から、港湾整備を巡る最
近の動向や令和3年度の港湾局関係予算の概要、そして直
轄事業の実施向けた取組についてご講演をいただきました。

・港湾工事積算基準の改定概要及び今後の動向について

国土交通省港湾局の講師の方から、令和3年度の積算
基準の改定内容として、工事価格の端数処理の変更・交
通誘導警備員の直接工事費への計上・工事における工期
の延長等に伴う増加費用・消波工のブロック製作におけ
るクレーン拘束費の計上等の詳細についてご講演をいた
だきました。

・各管内の動向について

各地方整備局・北海道開発局・沖縄総合事務局の講師
の方から、各管内の主な施策・令和3年度予算の概要・直
轄プロジェクトのご紹介・ICT活用の取組・積算に対す
る取組等についてご講演をいただきました。

・�積算基準Q&A及びSCOPEの積算に関する取組につ

いて

SCOPEの講師から、これまでに寄せられた積算基準に
関する問い合わせ及び回答を取りまとめた「積算基準
Q&A事例集」の説明を行うとともに、SCOPEより発行し
ている積算に関する手引き等を紹介しました。

建設マネジメント研究所　主任研究員　入江 栄知

積算講習会仙台会場（会場全景）

積算講習会高松会場（感染症拡大防止対策）

開催日 開催場所 参加人数

3月12日(金) 東京 70人

3月15日(月) 名古屋 50人

3月15日(月) 福岡 60人

3月16日(火) 仙台 36人

3月17日(水) 札幌 39人

3月17日(水) 広島 25人

3月18日(木) 新潟 47人

3月18日(木) 高松 55人

3月19日(金) 神戸 50人

3月19日(金) 那覇 51人

合　計 483人

【実施日・実施場所・参加人数】
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Site Visit SCOPE 現場訪問

九州の物流を支える博多港に浮かぶ

先進的モデル都市「アイランドシティ」

九州・西日本の海の玄関口として、ま
た、アジア・世界につながる拠点港湾と
して発展を続けている博多港。2019年の
国際海上コンテナ取扱貨物量は、96.0万
TEUと3年連続で過去最高を更新していま
す。今後も増加する貨物や船舶の大型化
に対応して国際競争力を高めるため、国
際海上コンテナターミナルの整備が進め
られています。特にアイランドシティ地区

では、岸壁延長の不足による滞船を解消
するために平成30年度から岸壁の延伸工
事が行われ、昨年度末に完成しました。
博多湾に建設された人工島「アイランド

シティ」は自然環境と調和した先進的な港
湾都市で、大規模な商業施設や劇場、ホ
テル、公園などを備えています。島内西側
の「みなとづくりエリア」の分譲地は完売し
多くの企業が進出。福岡市内3箇所の青果
市場を統合した新青果市場「ベジフルスタ
ジアム」も開場し、当該エリアの港湾機能
の強化とともに港湾物流の効率化への要

請も強まっていました。
このような状況のなか、近隣道路は臨

港道路アイランドシティ1号線から香椎
パークポート1号線は、朝を中心に日中に
おいても慢性的に渋滞が発生。同じように
国道3号線と国道201号線でも朝夕を中心
に渋滞が発生するなど、港湾物流機能の
低下を招いていました。
こうした問題を解消し交通の円滑化を図

るため、平成28年度より、福岡高速1号線
の香椎浜ランプとアイランドシティ地区を
結ぶ自動車専用道路の整備が進められて

博多港アイランドシティ地区
国際海上コンテナターミナル整備事業

【DATA】
博多港アイランドシティ地区
国際海上コンテナターミナル整備事業
整備内容：�臨港道路アイランドシティ3号線

（福岡高速6号線） 約2.5km
事業期間：平成28年度～令和2年度
総事業費：約401億円

【お話を聞いた人】
一般財団法人港湾空港総合技術センター
九州支部
調査役　福田睦久さん

博多港駐在
テクニカル・エキスパート　嶋田昌弘さん
テクニカル・エキスパート　竹山雄二さん
テクニカル・エキスパート　神原一利さん
テクニカル・エキスパート　板垣裕崇さん

福岡空港

香椎

箱崎ふ頭

福岡市東区

海ノ中道

福岡高速6号線
臨港道路アイランドシティ3号線

福岡アイランドシティ

博多湾
博多港

福
岡
高
速
１
号
線

九
州
自
動
車
道

位置図

福岡高速6号線
臨港道路アイランドシティ3号線

約2.5km約2.5km

Ⅰ工区 L=140mⅡ工区 L=244.5m

Ⅲ工区 L=210.5m

Ⅳ工区 L=280m

Ⅴ工区 L=120m

PC7径間連続中空床版橋
PC6径間連続中空床版橋

PC3径間連続中空床版橋

Ⅵ工区 L=106.5m
盛土擁壁

鋼3径間連続鋼床版箱桁橋

鋼 4径間
連続合成床版細幅箱桁橋

公社工区 L=140m

港湾整備事業区間
約1.1km

有料道路事業　街路事業区間
約1.4km

臨港道路アイランドシティ 3 号線
（福岡高速 6 号線）

約 2.5km

香椎パークポート地区

アイランドシティ地区
みなとづくりエリア

公　園

小中学校

こども病院

ベジフルスタジアム

至 コンテナターミナル

Ⅰ工区Ⅱ工区
Ⅲ工区

Ⅳ工区

Ⅴ工区

Ⅵ工区

公社工区

（受託工事）

交通の円滑化と港湾機能の効率化を目指して

福岡高速6号線・臨港道路アイランドシティ 3号線は、
港湾整備区間を港湾整備事業、道路整備区間を街路事業
と有料道路事業での合併施行により事業を実施。

港湾整備区間（約1.1km）
有料道路事業

凡例
福岡高速6号線　臨港道路アイランドシティ3号線

福岡高速
1号線

アイランド
シティランプ

道路整備区間（約1.4km） 既設

港湾整備事業

街路事業

※�港湾整備区間の有料道路事業は、舗装と道路附属物
（道路標識、情報板、照明など）を整備。

【お話を聞いた人】
一般財団法人港湾空港総合技術センター
九州支部
調査役　福田睦久さん

博多港駐在
テクニカル・エキスパート　嶋田昌弘さん
テクニカル・エキスパート　竹山雄二さん
テクニカル・エキスパート　神原一利さん
テクニカル・エキスパート　板垣裕崇さん
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きました。この事業は、3事業（有料道路
事業・港湾整備事業・街路事業）の合併事
業として整備が行われ、このうち、港湾整
備事業（延長約1.1km）は九州地方整備局 
博多港湾・空港整備事務所において実施。
福岡高速6号線・臨港道路アイランドシティ
3号線は3月27日に開通しました。
今回は、供用を間近に控えた博多港の

現場を訪れ、これまでの整備状況を含め
た現場を取材しました。

多角形 EPS埋設型枠を採用して

コスト削減

　福岡高速6号線・臨港道路アイランド
シティ3号線は高架構造で、上部は4車線
の自動車専用道路です。
「小型自動車、普通自動車やセミトレー
ラー連結車まで通行する道路で、道路橋
示方書や道路構造令の解説と運用などを
適用した構造となっています。塩害対策と
してはS区分に該当するコンクリート構造
では、全路線の壁高欄にはエポキシ樹脂
鉄筋を適用して強度と品質を確保してい
ます。また、大規模地震にも耐えられるレ

ベル2に対応していて、支承に関しては免
震設計の機能分離型支承（Ⅰ工区、Ⅱ工区、
Ⅲ工区）、可動ゴム支承（Ⅰ工区、Ⅱ工区）、
免震ゴム支承（Ⅳ工区、Ⅴ工区）が設定さ
れています」（調査役 福田さん）
　上部工区間の構造形式は、臨海区間のⅠ・
Ⅱ工区とアイランドシティ区間のV工区にお
いては「PC中空床版橋」が採用されました。
「PC中空床版橋とは床版の内部を埋設型
枠によって空洞化したもので、PCホロースラ
ブ橋ともいわれます。床版内を空洞化するこ
とで橋を軽量化することができ、コストを抑
えることができます。一般的なPC中空床版
橋は主桁内部に鋼製円筒埋設型枠を設置
するもので、支間長約20m～30m、桁高1.0m
～1.5m程度の施工例が多いようです。今回
の施工では主桁内部に多角形の発泡スチ
ロール（多角形 EPS埋設型枠）を設置する
ことによって適応支間長を41.5ｍまで伸ばし、
橋脚数を減少させるなど、コストをより縮減
することができました」（TE 嶋田さん）
　今回の整備事業は3事業の合併方式で行
われ、九州地方整備局 博多港湾・空港整
備事務所、福岡北九州高速道路公社、福岡
市とのスムーズな連携が必要とされました。
「年4回の工事連絡会、年3回の事業連絡会
のほか、日々の工事の進捗確認などは都度、
電話やメールで連絡し、情報を共有していま
した。また、新型コロナウイルス対策としては、
2つのガイドラインを踏まえ、マスク着用や手
指消毒、執務室の換気などの基本的な対策
に加え、感染者や濃厚接触者を確認した時
に、行動の把握や連絡が円滑にできるよう、
『SCOPE九州支部　新型コロナ対応マニュ
アル』を定めています」（TE 竹山さん）
　福岡高速6号線・臨港道路アイランドシ
ティ3号線の開通により福岡市東部地域の
交通混雑が解消されるのはもちろん、広域
的な高速道路ネットワークを形成すること
により、国際港湾物流拠点としての港湾機
能の強化も期待することができそうです。

テープカット・くす玉開披通り初め

下部工：Ⅱ工区　場所打ち杭

上部工：Ⅱ工区　EPS空撮（エポキシ鉄筋含む）
左から、TE嶋田さん、板垣さん、神原さん、竹山さん

調査役 福田さん

調査役　福田睦久さん
今回の事業は、港湾を中心に物流の効率化や

円滑化を図り、皆様の暮らしに直結する重要なイ
ンフラ整備です。長期にわたっ
て使用される大切な施設です
から、品質確保とその向上に
努めるとともに、日々の体調管
理や安全に気をつけて業務に
取り組んでいます。

テクニカル・エキスパート 嶋田昌弘さん
現場に病院が隣接しているので、施工状況

を確認する際は、騒音や粉塵などの環境への
対策がきちんとなされているか、特に気をつ
けて見るようにしています。開通日が決まり、
式典もありますので、現場立会いの際に作業
が滞ることがないように心がけていました。

テクニカル・エキスパート 板垣裕崇さん
私達は受注業者さんを監督する側で施工側

とは立場が違いますが、同じ目的に向かって
協力していいものをつくるということを心が
けています。発注者と受注者の間に入るので、
現場が円滑に進むように気をつけています。

テクニカル・エキスパート 神原一利さん
建設業に係わる若い技術者には、先を読ん

で事前に準備することを学んでほしいですね。
工事にはさまざまな人が関わるので、信頼関
係を築くためにコミュニケーションを図るこ
とも大事です。安全面や品質の管理はもちろ
ん、自分で考えて行動し、責任感をもって業
務にあたってほしいと思います。

テクニカル・エキスパート 竹山雄二さん
日頃から発注者と受注者が円滑に連携でき

る環境づくりを心がけています。建設人口が
減少するなかで工事をコンパクトに行えるよ
うに、自動運転・機械化の採用も促していきた
いです。また、若手技術者にはものづくりの
楽しさが感じられるように、自分の知り得る
ノウハウを現場で伝えていきたいと思います。

福岡高速
6号線

臨港道路
アイラン

ドシティ
3号線

開 通 式 典
令和3年3月27日
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※　本誌は、環境にやさしい大豆インクで印刷しています。

一般財団法人 港湾空港総合技術センター 
U R L：http://www.scopenet.or.jp　
本 部：〒 100-0013 東京都千代田区霞が関３- ３- １尚友会館３階
　　　　　代 表　T E L：03-3503-2081 　 F A X：03-5512-7515

皆 様 の ご 意 見 ご 感 想 を お 待 ち し て お り ま す。

アイランドシティでは環境への取り組みが進められており、
工事を進める上でさまざまな対策を行いました。例えば地盤改
良工法では無振動・低騒音とし、静的締固め工法のSAVE-CP
を採用、仮設工では油圧圧入工法などを採用しました。また、
水質への配慮や粉塵への配慮なども行っています。
臨海区間での橋梁上部工を施工するにあたっては、隣接す
る企業の駐車場と護岸に挟まれることになり作業ヤードや進入
路が限られてしまうので、それらを確保することが重要なポイ
ントになりました。陸側にも海側にも十分なスペースがなかっ
たため、護岸側の一部に掘削と盛土を行い、ヤードを確保して
クレーンなどの据付スペースや工事用道路として使用するといっ
た施工の効率化が必要でした。
渡海区間の橋梁上下部工の施工には仮設桟橋が必要で、
ボート協会が使用しているエリアに干渉しない位置への設置と
通航船舶の航行幅への配慮も行いました。また、アイランドシ
ティ区間の施工では、既設の臨港道路アイランドシティ1号線
を供用しながらの工事となり、幾度と道路を切り回す（一時的
に迂回させる）ための施工が必要とされました

臨海区間とアイランドシティ区間は
すべて埋立地です。事前に捨石層の
存在は確認していて、通常施工の「油
圧圧入工法」で対応可能と判断して
いましたが、実際には圧入不可能な状
況となりました。そのため、上位施工
の「WJ（ウォータージェット）併用
工法」にて試験施工を経て、最終的
にはオーガーヘッドでの掘削と圧入を繰り返しながら施工す
る「硬質地盤クリア工法」へ変更するといった試行錯誤が必
要になりました。アイランドシティ区間の捨石層は石の形状
が大きく、鋼矢板圧入箇所は「硬質地盤クリア工法」でも施
工できないので「先行掘削工法」も併用しています。
SCOPEさんに協力していただいている工事実施の監督補助

は、当局職員を支援しながら工事を円滑に進め、品質確保を図
る大切な業務です。これからも引き続き、港湾工事の施工監督
に必要な資料等を十分ご理解いただき、厳正に実施いただけ
ればと思います。

取材・文：（株）ホライゾン

SCOPE 現場訪問Site Visit

国土交通省 九州地方整備局 博多港湾・空港整備事務所
事業計画課長 井町信義さんにお話を伺いました。−発注者の声−

SCOPEからのお知らせ
●海上工事施工管理技術者資格認定試験

●空港工事施工管理技術者資格認定試験　　●空港土木施設点検評価技士資格認定試験

※詳細は当センターホームページをご覧下さい。https://www.scopenet.or.jp/main/index.php

一次試験（択一式共通30問、専門20問） 二次試験（論文、面接）

申込期間 令和3年6月1日（火）～令和3年6月30日（水） 令和3年10月6日（水）～令和3年10月22日（金）

試験日 令和3年9月4日（土） 令和3年12月上旬

合格発表 令和3年10月6日（水） 令和4年1月28日（金）

受験料 11,000円 11,000円

試験会場 札幌、東京、大阪、福岡、那覇 東京、大阪、福岡

資格区分 Ⅰ類（浚渫）、Ⅱ類（コンクリート構造物）、Ⅲ類（鋼構造物）

資格区分 空港工事施工管理技術者 空港土木施設点検評価技士

申込期間 令和3年6月1日（火）～令和3年6月30日（水）

試験日 令和3年9月4日（土）

合格発表 令和3年12月7日（火）

受験料 空港工事管理技術者　16,500円 空港土木施設点検評価技士　13,750円

試験会場 札幌、東京、大阪、福岡、那覇

試験内容 択一式25問、記述式（経験論文、専門論文） 択一式25問、記述式（専門論文）
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